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錆は金属の表面が酸化してできる化合物であるが、体も錆びることがある。 

酸素は生体にとって欠かせない物質であり、生体は酸素を使って食物を分解して、活動の基とな

るエネルギーを得ている。その過程で、活性酸素が発生する。活性酸素と酸素の構造上の違いは、

酸素は原子核の周囲に電子が対で配列されているのに対し、活性酸素は一部の電子配列が対でなく、

1 個の配列となっていることである。活性酸素は２面性の作用を有し、その量が適切であるとウイ

ルス、及び細菌等の殺菌作用を呈するが、量が過剰となると皮膚のひだやしわ、動脈硬化症、脳梗

塞、心筋梗塞、がん、認知症、慢性閉塞性肺疾患の原因となり、「体が酸素で錆びていくという現

象」の大きな要因となる。上述の様な背景から活性酸素の除去に働く、ビタミン C、赤ワイン、り

んご、みそ汁、スプラウト（ブロッコリー等の新芽野菜）、β―カロチン等の抗酸化物の摂取、有酸

素運動、禁煙、暴飲暴食の予防等が注目されている。酸素を用いることで大きなエネルギーを得る

ことが出来るが、反応性の強い物質であることに起因し、スーパーオキシド、ヒドロキシルラジカ

ル等の活性酸素種が発生する。大きな利益と危険性の両面を持つ酸素の動態は一言で表すと諸刃の

剣、また表裏一体となるかもしれない。生体が酸素を用いる流れの多くは不随意的反応形式で、エ

ネルギーの大きさのコントロール、及び活性酸素発生量の多寡に関し調整は困難であるが、負の側

面である活性酸素対策は上述したように種々あり、意識的に施行できる内容で、健康維持の観点か

ら重要である。この関連性はケイパビリティ（能力）に関係づけることができ、ポジティブ・ケイ

パビリティは脳が生来から持っている能力で、物事をわかりやすく、早く解決したがる傾向、前に

進みたがる性質、また利益となるようなことに対する積極性等に関係し、一方、ネガティブ・ケイ

パビリティは耐える能力であり、その能力に対する脳からの自然発光的な反応は少ないとされ、そ

れまでの経験、学修、情報、知識を総動員しての対応、及び友、またメンターからのサポートが必

要となる。その際、大事なのは早く解決しなければならないという刺激に対し、耐え、解決策が生

まれるまで宙ぶらりんにしておく、あせらないことが肝要で、それによって少しずつ自分自身に自

信を持てるようになり、例えば学ぶ上での喜びを感じることが出来るようになってくる。 

耐える力を醸成する教育とサポート体制が今後、益々重要になってくるように思う。 


